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研究成果の概要（和文）：本研究は患者に触れずに心拍・呼吸情報を取得できるセンサーを開発するための研究
である。科研費を使って、余分な信号を排除し、臨床的に必要なデータを得るためのプログラム作りを行うと同
時に、得られた信号を既存の検査方法と比較検討し、センサーから得られる信号が臨床的に意味があるかどうか
を検討する研究であった。これらのプロセスをおおむね終了することができ、在宅での使用を念頭に置きながら
製品開発につなげていく予定である。

研究成果の概要（英文）：This research is a study to develop a sensor that can acquire heart rate / 
respiration information without touching the patient. Using Grant-in-Aid for Scientific Research, we
 eliminate extra signals and prepare a program to obtain clinically necessary data, at the same time
 compare the obtained signal with the existing examination method. Additionally, the aim of this 
study is to examine whether the obtained signal was clinically meaningful. These processes can be 
largely terminated, and we plan to lead to product that this device could be used as home monitoring
 system.

研究分野： 循環器内科
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
近年、高齢化に伴い在宅医療の必要性

が増えている。しかし在宅医療が推進

されるに十分な、モニタリングデバイ

スが存在せず、在宅看護に大きな負担

がかかっている。したがって、そう言

った負担を軽減するための安価なモ

ニタリングデバイスの開発、病気の悪

化を早期検知できるパラメーターの

開発が求められている。 

 
２．研究の目的 
本研究は、振動センサーを用いて在宅

患者の心拍呼吸情報を非接触で記録

し、在宅患者の病状を管理するシステ

ムを研究開発することを目的とした。 

 
３．研究の方法 
われわれは日立超 LSI システムズと

提携し、センサー部分の開発と制御基

板の開発、ソフトの開発を一貫して行

ってきた（生体情報波解析表示アプリ

として計上している）。 

実際に実証実験を行い、データを解析

している。もっとも S・N 比の高い信

号処理を研究開発してきた。その際に

は新しいソフトウェアを購入し得ら

れた信号を高速フーリエ変換などの

解析を施すことによって、心拍呼吸情

報を数値化し、客観性のあるデータと

して表示する試みを行っている最中

である。 

 

４．研究成果 

本研究は患者に触れずに心拍・呼吸情

報を取得できるセンサーを開発する

ための研究である。科研費を使って、

余分な信号を排除し、臨床的に必要な

データを得るためのプログラム作り

を行うと同時に、得られた信号を既存

の検査方法と比較検討し、センサーか

ら得られる信号が臨床的に意味があ

るかどうかを検討する研究であった。

これらのプロセスをおおむね終了す

ることができ、在宅での使用を念頭に

置きながら製品開発につなげていく

予定である。 
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